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(57)【要約】
【課題】応答速度を改善した有機電界発光表示装置用画
素
【解決手段】第１電源ＥＬＶＤＤと第２電源ＥＬＶＳＳ
間に接続されたＯＬＥＤと、第１電源とＯＬＥＤ間に接
続されゲート電極が第１ノードＮ１に接続された第１ト
ランジスタＴ１と、第１電源に接続されたＴ１の第１電
極とデータ線Ｄｍとの間に接続されゲート電極が現在走
査線Ｓｎに接続された第２トランジスタＴ２と、Ｔ１の
第２電極とＮ１間に接続されゲート電極がＳｎに接続さ
れた第３トランジスタＴ３と、Ｔ１の第２電極とＯＬＥ
Ｄ間に接続されゲート電極が発光制御線Ｅｎに接続され
た第４トランジスタＴ４と、第２電源とＮ１間に接続さ
れゲート電極がＳｎ－１に接続された第５トランジスタ
Ｔ５と、第２電源とＴ４間に接続されゲート電極がＳｎ
－１に接続された第６トランジスタＴ６と、第１電源と
Ｎ１の間に接続されたストレージキャパシタＣｓｔとを
含む。
【選択図】図４Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　高電位画素電源である第１電源と低電位画素電源である第２電源との間に接続された有
機発光ダイオードと、
　前記第１電源と前記有機発光ダイオードとの間に接続され、ゲート電極が第１ノードに
接続された第１トランジスタと、
　前記第１電源に接続された前記第１トランジスタの第１電極とデータ線との間に接続さ
れ、ゲート電極が現在走査線に接続された第２トランジスタと、
　前記第１トランジスタの第２電極と前記第１ノードとの間に接続され、ゲート電極が前
記現在走査線に接続された第３トランジスタと、
　前記第１トランジスタの第２電極と前記有機発光ダイオードとの間に接続され、ゲート
電極が発光制御線に接続された第４トランジスタと、
　前記第２電源または初期化電源である第３電源と前記第１ノードとの間に接続され、ゲ
ート電極が以前走査線に接続された第５トランジスタと、
　前記第２電源または前記第３電源と前記第４トランジスタとの間に接続され、ゲート電
極が前記以前走査線に接続された第６トランジスタと、
　前記第１電源と前記第１ノードとの間に接続されたストレージキャパシタと、
　前記第１電源と前記第１トランジスタの第１電極との間に接続され、ゲート電極が前記
発光制御線に接続された第７トランジスタと、
　を含むことを特徴とする有機発光表示装置用画素。
【請求項２】
　前記第４トランジスタは、前記以前走査線に以前走査信号が供給される初期化期間中の
第１期間の間、前記発光制御線に供給される発光制御信号によってターンオンされること
を特徴とする請求項１に記載の有機発光表示装置用画素。
【請求項３】
　前記初期化期間中の第１期間の間、前記第１電源から前記第１トランジスタ、前記第４
トランジスタ及び前記第６トランジスタを経由して前記第２電源または前記第３電源に電
流パスが形成されることを特徴とする請求項２に記載の有機発光表示装置用画素。
【請求項４】
　前記第４トランジスタは、前記初期化期間中で前記第１期間に後続する第２期間の間前
記発光制御信号によってターンオフされることを特徴とする請求項２に記載の有機発光表
示装置用画素。
【請求項５】
　前記第２電源及び前記第３電源は、同一の電圧源であることを特徴とする請求項１～４
のいずれか１項に記載の有機発光表示装置用画素。
【請求項６】
　前記第６トランジスタは、前記第４トランジスタと前記第２電源との間に、前記有機発
光ダイオードと並列連結されるように接続されたことを特徴とする請求項１～５のいずれ
か１項に記載の有機発光表示装置用画素。
【請求項７】
　走査線に順次走査信号を供給し、発光制御線に発光制御信号を供給する走査駆動部と、
　データ線にデータを供給するデータ駆動部と、
　前記走査線、前記発光制御線及び前記データ線の交差部に配置され、高電位画素電源で
ある第１電源及び低電位画素電源である第２電源の供給を受ける複数の画素を備えた画素
部と、を含み、
　前記画素は、
　前記第１電源と前記第２電源との間に接続された有機発光ダイオードと、
　前記第１電源と前記有機発光ダイオードとの間に接続され、ゲート電極が第１ノードに
接続された第１トランジスタと、
　前記第１電源に接続される第１トランジスタの第１電極とデータ線との間に接続され、
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ゲート電極が現在走査線に接続された第２トランジスタと、
　前記第１トランジスタの第２電極と前記第１ノードとの間に接続され、ゲート電極が前
記現在走査線に接続された第３トランジスタと、
　前記第１トランジスタの第２電極と前記有機発光ダイオードとの間に接続され、ゲート
電極が前記発光制御線に接続された第４トランジスタと、
　前記第２電源または初期化電源である第３電源と前記第１ノードとの間に接続され、ゲ
ート電極が以前走査線に接続された第５トランジスタと、
　前記第２電源または前記第３電源と前記第４トランジスタとの間に接続され、ゲート電
極が前記以前走査線に接続された第６トランジスタと、
　前記第１電源と前記第１ノードとの間に接続されるストレージキャパシタと、
　前記画素は、それぞれ、前記第１電源と前記第１トランジスタの第１電極との間に接続
され、ゲート電極が前記発光制御線に接続される第７トランジスタと、
　をそれぞれ含むことを特徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項８】
　前記走査駆動部は、前記以前走査線に以前走査信号が供給される期間中の第１期間の間
、前記発光制御線に前記第４トランジスタがターンオンされるようにする発光制御信号を
供給することを特徴とする請求項７に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項９】
　前記走査駆動部は、前記以前走査信号が供給される期間中で前記第１期間に後続する第
２期間の間、前記発光制御線に前記第４トランジスタがターンオフされるようにする発光
制御信号を供給することを特徴とする請求項８に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１０】
　前記走査駆動部は、前記以前走査信号が供給される期間中、前記第１期間に後続する第
２期間から前記現在走査線に現在走査信号が供給される第３期間の間、前記発光制御線に
前記第４トランジスタがターンオフされるようにする発光制御信号を供給することを特徴
とする請求項８または９に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１１】
　前記第２電源及び前記第３電源は、同一の電圧源であることを特徴とする請求項７～１
０のいずれか１項に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１２】
　前記第６トランジスタは、前記第４トランジスタと前記第２電源との間に、前記有機発
光ダイオードと並列接続されるように接続されたことを特徴とする請求項７～１１のいず
れか１項に記載の有機電界発光表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画素及びこれを利用した有機電界発光表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、陰極線管に比べて重さが軽くて嵩が小さい各種平板表示装置（Ｆｌａｔ　Ｐａｎ
ｅｌ　Ｄｅｖｉｃｅ）等が開発されている。平板表示装置の中で特に、有機電界発光表示
装置（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ
）は、自発光素子である有機発光ダイオードを利用して映像を表示するものであり、輝度
及び色純度が優れており、次世代表示装置として注目されている。
【０００３】
　このような有機電界発光表示装置は、有機発光ダイオードを駆動する方式によって、パ
ッシブマトリックス型有機電界発光表示装置（ＰＭＯＬＥＤ）と、アクティブマトリック
ス型有機電界発光表示装置（ＡＭＯＬＥＤ）に分けられる。
【０００４】
　このうち、アクティブマトリックス型有機電界発光表示装置は、走査線及びデータ線の
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交差部に位置された複数の画素を含む。そして、各画素は有機発光ダイオードとこれを駆
動するための画素回路を含む。このような画素回路は、通常、スイッチングトランジスタ
、駆動トランジスタ及びストレージキャパシタを含んで構成される。このようなアクティ
ブマトリックス型有機電界発光表示装置は、消費電力が小さいという長所をもっており、
携帯用表示装置などに利用される。
【０００５】
　しかし、アクティブマトリックス型有機電界発光表示装置は、駆動トランジスタのヒス
テリシス（Ｈｙｓｔｅｒｅｓｉｓ）に起因して応答速度が低下するおそれがある。例えば
、画素が数フレームにかけてブラックを表示した後に、ホワイトを表示する場合、ブラッ
ク表示期間の間駆動トランジスタに持続的にオフ電圧が印加されつつトランジスタの特性
曲線がシフトされ、その後、ホワイト表示期間の初期に目標とした輝度値を充分に表現す
ることができずに、応答速度が低下される恐れがある。このように画素の応答速度が低下
されれば画面が引きずられる（Ｉｍａｇｅ　Ｓｔｉｃｋｉｎｇ）現象が発生して画質が低
下する問題がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００９－１７５７１６号公報
【特許文献２】韓国公開特許第２００９－０１０６１６２号公報
【特許文献３】韓国公開特許第２００９－０００５５８８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は上記問題を鑑みてなされたものであって、応答速度が改善された有機電界発光
表示装置用画素及びこれを利用した有機電界発光表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を果たすために本発明に係る有機電界発光表示装置用画素は、高電位画素電源
である第１電源と低電位画素電源である第２電源との間に接続された有機発光ダイオード
と、前記第１電源と前記有機発光ダイオードとの間に接続され、ゲート電極が第１ノード
に接続された第１トランジスタと、前記第１電源に接続された前記第１トランジスタの第
１電極とデータ線との間に接続され、ゲート電極が現在走査線に接続された第２トランジ
スタと、前記第１トランジスタの第２電極と前記第１ノードとの間に接続され、ゲート電
極が前記現在走査線に接続された第３トランジスタと、前記第１トランジスタの第２電極
と前記有機発光ダイオードとの間に接続され、ゲート電極が発光制御線に接続された第４
トランジスタと、前記第２電源または初期化電源である第３電源と前記第１ノードとの間
に接続され、ゲート電極が以前走査線に接続された第５トランジスタと、前記第２電源ま
たは前記第３電源と前記第４トランジスタとの間に接続され、ゲート電極が前記以前走査
線に接続された第６トランジスタと、前記第１電源と前記第１ノードとの間に接続された
ストレージキャパシタと、を含む。
【０００９】
　前記第４トランジスタは、前記以前走査線に以前走査信号が供給される初期化期間中の
第１期間の間、前記発光制御線に供給される発光制御信号によってターンオンされ得る。
【００１０】
　前記初期化期間中の第１期間の間、前記第１電源から前記第１トランジスタ、前記第４
トランジスタ及び前記第６トランジスタを経由して前記第２電源または前記第３電源に電
流パスが形成され得る。
【００１１】
　前記第４トランジスタは、前記初期化期間中で前記第１期間に後続する第２期間の間前
記発光制御信号によってターンオフされ得る。
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【００１２】
　前記第１電源と前記第１トランジスタの第１電極との間に接続され、ゲート電極が前記
発光制御線に接続された第７トランジスタをさらに含み得る。
【００１３】
　前記第２電源及び前記第３電源は、同一の電圧源であり得る。
【００１４】
　前記第６トランジスタは、前記第４トランジスタと前記第２電源との間に、前記有機発
光ダイオードと並列連結されるように接続され得る。
【００１５】
　また、本発明に係る有機電界発光表示装置は、走査線に順次走査信号を供給し、発光制
御線に発光制御信号を供給する走査駆動部と、データ線にデータを供給するデータ駆動部
と、前記走査線、前記発光制御線及び前記データ線の交差部に配置され、高電位画素電源
である第１電源及び低電位画素電源である第２電源の供給を受ける複数の画素を備えた画
素部と、を含み、前記画素は、前記第１電源と前記第２電源との間に接続された有機発光
ダイオードと、前記第１電源と前記有機発光ダイオードとの間に接続され、ゲート電極が
第１ノードに接続された第１トランジスタと、前記第１電源に接続される第１トランジス
タの第１電極とデータ線との間に接続され、ゲート電極が現在走査線に接続された第２ト
ランジスタと、前記第１トランジスタの第２電極と前記第１ノードとの間に接続され、ゲ
ート電極が前記現在走査線に接続された第３トランジスタと、前記第１トランジスタの第
２電極と前記有機発光ダイオードとの間に接続され、ゲート電極が前記発光制御線に接続
された第４トランジスタと、前記第２電源または初期化電源である第３電源と前記第１ノ
ードとの間に接続され、ゲート電極が以前走査線に接続された第５トランジスタと、前記
第２電源または前記第３電源と前記第４トランジスタとの間に接続され、ゲート電極が前
記以前走査線に接続された第６トランジスタと、前記第１電源と前記第１ノードとの間に
接続されるストレージキャパシタと、をそれぞれ含む。
【００１６】
　前記走査駆動部は、前記以前走査線に以前走査信号が供給される期間中の第１期間の間
、前記発光制御線に前記第４トランジスタがターンオンされるようにする発光制御信号を
供給し得る。
【００１７】
　前記走査駆動部は、前記以前走査信号が供給される期間中で前記第１期間に後続する第
２期間の間、前記発光制御線に前記第４トランジスタがターンオフされるようにする発光
制御信号を供給し得る。
【００１８】
　前記走査駆動部は、前記以前走査信号が供給される期間中、前記第１期間に後続する第
２期間から前記現在走査線に現在走査信号が供給される第３期間の間、前記発光制御線に
前記第４トランジスタがターンオフされるようにする発光制御信号を供給し得る。
【００１９】
　前記画素は、それぞれ、前記第１電源と前記第１トランジスタの第１電極との間に接続
され、ゲート電極が前記発光制御線に接続される第７トランジスタをさらに含み得る。
【００２０】
　前記第２電源及び前記第３電源は、同一の電圧源であり得る。
【００２１】
　前記第６トランジスタは、前記第４トランジスタと前記第２電源との間に、前記有機発
光ダイオードと並列接続されるように接続され得る。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、各画素に有機発光ダイオードと並列連結される第６トランジスタを具
備し、駆動トランジスタのゲート電極が接続される第１ノードに初期化電圧を伝達する初
期化期間中、第１期間の間、高電位画素電源から駆動トランジスタ及び第６トランジスタ
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を経由して低電位画素電源または初期化電源に迂回される電流パスを形成する。これによ
り、ブラック輝度の上昇を防止しながらも駆動トランジスタのヒステリシスに起因した画
素の応答速度低下の問題を改善することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置の構造を概略的に示したブロック
図である。
【図２】本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置の画素を示した回路図である。
【図３】図２に示された画素を駆動するための駆動信号を示した波形図である。
【図４Ａ】図３の駆動信号によって駆動される図２の画素の駆動方法を順次に示した回路
図及び波形図である。
【図４Ｂ】図３の駆動信号によって駆動される図２の画素の駆動方法を順次に示した回路
図及び波形図である。
【図４Ｃ】図３の駆動信号によって駆動される図２の画素の駆動方法を順次に示した回路
図及び波形図である。
【図４Ｄ】図３の駆動信号によって駆動される図２の画素の駆動方法を順次に示した回路
図及び波形図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、添付された図面を参照して本発明の実施形態についてより詳しく説明する。図１
は、本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置の構造を概略的に示したブロック図で
ある。
【００２５】
　図１を参照すれば、本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置は、走査線（Ｓ１な
いしＳｎ）、発光制御線（Ｅ１ないしＥｎ）、及びデータ線（Ｄ１ないしＤｍ）の交差部
に位置される複数の画素１４０を備えた画素部１３０と、走査線（Ｓ１ないしＳｎ）、及
び発光制御線（Ｅ１ないしＥｎ）を駆動するための走査駆動部１１０と、データ線（Ｄ１
ないしＤｍ）を駆動するためのデータ駆動部１２０と、走査駆動部１１０及びデータ駆動
部１２０を制御するためのタイミング制御部１５０とを含む。
【００２６】
　走査駆動部１１０は、タイミング制御部１５０から走査駆動制御信号ＳＣＳの供給を受
ける。走査駆動制御信号ＳＣＳの供給を受けた走査駆動部１１０は走査信号を生成し、生
成された走査信号を走査線（Ｓ１ないしＳｎ）に順次供給する。また、走査駆動部１１０
は、走査駆動制御信号ＳＣＳに対応し、走査線（Ｓ１ないしＳｎ）に並んで形成された発
光制御線（Ｅ１ないしＥｎ）に発光制御信号を供給する。
【００２７】
　ただし、本実施形態では、走査駆動部１１０は画素１４０に備えられる所定のトランジ
スタ（図示せず）がターンオンされるようにする走査信号を走査線（Ｓ１ないしＳｎ）に
順次供給するが、各画素１４０を基準として以前走査線に以前走査信号が供給される期間
中の初期期間（第１期間）には、画素１４０に備えられる所定のトランジスタがターンオ
ンされるようにする発光制御信号を発光制御線（Ｅ１ないしＥｎ）に供給する。
【００２８】
　以後、走査駆動部１１０は、以前走査信号が供給される期間中であって第１期間に後続
される第２期間から現在走査線に現在走査信号が供給される第３期間までは、画素内所定
のトランジスタがターンオフされるようにする発光制御信号を持続的に供給し、現在走査
信号の供給が完了したと同時かその後に前記所定のトランジスタがターンオンされるよう
にする発光制御信号を供給する。
【００２９】
　便宜上、図１では一つの走査駆動部１１０で走査信号及び発光制御信号をすべて生成し
て出力するものとして示したが、本発明はこれに限定されるものではない。すなわち、複
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数の走査駆動部１１０が画素部１３０の両側から走査信号及び発光制御信号を供給しても
よく、あるいは走査信号を生成して出力する駆動回路と発光制御信号を生成して出力する
駆動回路とを別個の駆動回路に区分し、それぞれ走査駆動部及び発光制御駆動部とするこ
ともできる。このとき、走査駆動部及び発光制御駆動部は、画素部１３０周辺の同一側に
形成されることも可能であるが、互いに対向した異なる側面に形成されることも可能であ
る。
【００３０】
　データ駆動部１２０は、タイミング制御部１５０からデータ駆動制御信号ＤＣＳの供給
を受ける。データ駆動制御信号ＤＣＳの供給を受けたデータ駆動部１２０は、これに対応
するデータ信号を生成し、生成されたデータ信号をデータ線（Ｄ１ないしＤｍ）に供給す
る。
【００３１】
　タイミング制御部１５０は、外部から供給される同期信号に対応してデータ駆動制御信
号ＤＣＳ、及び走査駆動制御信号ＳＣＳを生成する。タイミング制御部１５０で生成され
たデータ駆動制御信号ＤＣＳは、データ駆動部１２０に供給され、走査駆動制御信号ＳＣ
Ｓは走査駆動部１１０に供給される。そして、タイミング制御部１５０は外部から供給さ
れるデータをデータ駆動部１２０に供給する。
【００３２】
　画素部１３０は、外部から高電位画素電源である第１電源ＥＬＶＤＤと、低電位画素電
源である第２電源ＥＬＶＳＳの供給を受けてそれぞれの画素１４０に供給する。第１電源
ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳの供給を受けた画素１４０それぞれは、データ信号に
対応する光を生成する。また、画素部１３０は画素１４０の構造によっては初期化電源の
ような第３電源の供給をさらに受け、これをそれぞれの画素１４０に供給することができ
る。
【００３３】
　図１では、画素１４０が一つの走査線、すなわち、現在走査線に接続されるものとして
図示されているが、実際には、画素１４０は２本の走査線に接続される。例えば、ｉ（ｉ
は自然数）番目水平ラインに位置される画素１４０は、現在走査線である第ｉ走査線Ｓｉ
と以前走査線である第ｉ-１走査線（Ｓｉ-１）に接続され得る。
【００３４】
　図２は、本発明の実施例による有機電界発光表示装置の画素を示した回路図である。便
宜上、図２ではｎ（ｎは自然数）番目水平ラインに位置され、第ｍデータ線Ｄｍに接続さ
れる画素を図示する。
【００３５】
　図２を参照すれば、本発明の実施形態に係る有機電界発光表示装置の画素は、第１電源
ＥＬＶＤＤと第２電源ＥＬＶＳＳとの間に接続された有機発光ダイオードＯＬＥＤと、第
１電源ＥＬＶＤＤと有機発光ダイオードＯＬＥＤとの間に接続された第１トランジスタＴ
１と、第１トランジスタＴ１の第１電極とデータ線Ｄｍとの間に接続された第２トランジ
スタＴ２と、第１トランジスタＴ１の第２電極とゲート電極との間に接続される第３トラ
ンジスタＴ３と、第１トランジスタＴ１の第２電極と有機発光ダイオードＯＬＥＤとの間
に接続された第４トランジスタＴ４と、第１トランジスタＴ１のゲート電極が接続される
第１ノードＮ１と第２電源ＥＬＶＳＳまたは初期化電源である第３電源ＶＩＮＴとの間に
接続される第５トランジスタＴ５と、第４トランジスタＴ４と第２電源ＥＬＶＳＳまたは
第３電源ＶＩＮＴとの間に接続される第６トランジスタＴ６と、第１電源ＥＬＶＤＤと第
１トランジスタＴ１の第１電極との間に接続される第７トランジスタＴ７と、第１電源Ｅ
ＬＶＤＤと第１ノードＮ１との間に接続されるストレージキャパシタＣＳＴと、を含む。
【００３６】
　より具体的には、第１トランジスタＴ１の第１電極は、第７トランジスタＴ７を経由し
て第１電源ＥＬＶＤＤに接続され、第２電極は第４トランジスタＴ４を経由して有機発光
ダイオードＯＬＥＤに接続される。ここで、第１電極と第２電極は互いに異なる電極で、
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例えば第１電極がソース電極であれば第２電極はドレイン電極である。第１トランジスタ
Ｔ１のゲート電極は第１ノードＮ１に接続される。
【００３７】
　このような第１トランジスタＴ１は、第１ノードＮ１の電圧に対応して有機発光ダイオ
ードＯＬＥＤに供給される駆動電流を制御することで、画素の駆動トランジスタとして機
能する。
【００３８】
　第２トランジスタＴ２の第１電極は、データ線Ｄｍに接続され、第２電極は第１トラン
ジスタＴ１の第１電極に接続される。特に、第２トランジスタＴ２の第２電極は、第１ト
ランジスタＴ１及び第３トランジスタＴ３がターンオンされる時、第１トランジスタＴ１
及び第３トランジスタＴ３を経由して第１ノードＮ１に接続される。そして、第２トラン
ジスタＴ２のゲート電極は現在走査線Ｓｎに接続される。第２トランジスタＴ２は、現在
走査線Ｓｎから現在走査信号が供給される時ターンオンされてデータ線Ｄｍから供給され
るデータ信号を画素内部に伝達する。
【００３９】
　第３トランジスタＴ３の第１電極は、第１トランジスタＴ１の第２電極に接続され、第
３トランジスタＴ３の第２電極は第１トランジスタＴ１のゲート電極が接続される第１ノ
ードＮ１に接続される。そして、第３トランジスタＴ３のゲート電極は現在走査線Ｓｎに
接続される。このような第３トランジスタＴ３は、現在走査線Ｓｎから現在走査信号が供
給される時ターンオンされて第１トランジスタＴ１をダイオード形態に接続する。
【００４０】
　第４トランジスタＴ４の第１電極は、第１トランジスタＴ１の第２電極に接続され、第
２電極は有機発光ダイオードＯＬＥＤ、例えば、前記有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノ
ード電極に接続される。そして、第４トランジスタＴ４のゲート電極は発光制御線Ｅｎに
接続される。このような第４トランジスタＴ４は、発光制御線Ｅｎから供給される発光制
御信号に対応してターンオンまたはターンオフされつつ画素内に電流パスを形成するか、
あるいは電流パスを遮断する。
【００４１】
　第５トランジスタＴ５の第１電極は、第１ノードＮ１に接続され、第２電極は第２電源
ＥＬＶＳＳまたは第３電源ＶＩＮＴに接続される。ここで、第３電源ＶＩＮＴは、画素の
初期化電圧を供給するための初期化電源で、第２電源ＥＬＶＳＳと異なる電位を持つ異な
る電圧源に設定されて別に供給されるか、あるいは第２電源ＥＬＶＳＳと同一の電圧源に
設定され得る。すなわち、画素の設計構造によって別途の初期化電源ＶＩＮＴが供給され
るか、あるいは第２電源ＥＬＶＳＳが初期化電源として利用され得る。そして、第５トラ
ンジスタＴ５のゲート電極は以前走査線Ｓｎ-１に接続される。このような第５トランジ
スタＴ５は、以前走査線Ｓｎ-１から以前走査信号が供給された時ターンオンされて、第
２電源ＥＬＶＳＳまたは第３電源ＶＩＮＴの電圧を第１ノードＮ１に印加することによっ
て第１ノードＮ１を初期化する。
【００４２】
　第６トランジスタＴ６の第１電極は、第４トランジスタＴ４の第２電極に接続され、第
６トランジスタＴ６の第２電極は第２電源ＥＬＶＳＳまたは第３電源ＶＩＮＴに接続され
る。第６トランジスタＴ６の第２電極が第２電源ＥＬＶＳＳに接続されれば、第６トラン
ジスタＴ６は第４トランジスタＴ４と第２電源ＥＬＶＳＳとの間に、有機発光ダイオード
ＯＬＥＤと並列となるように接続される。第６トランジスタＴ６のゲート電極は以前走査
線Ｓｎ-１に接続される。このような第６トランジスタＴ６は、以前走査線Ｓｎ-１から以
前走査信号が供給された時ターンオンされ、第４トランジスタＴ４を第２電源ＥＬＶＳＳ
または第３電源ＶＩＮＴに接続する。
【００４３】
　第７トランジスタＴ７の第１電極は第１電源ＥＬＶＤＤに接続されて、第２電極は第１
トランジスタＴ１の第１電極に接続される。第７トランジスタＴ７のゲート電極は発光制
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御線Ｅｎに接続される。このような第７トランジスタＴ７は発光制御線Ｅｎから供給され
る発光制御信号に対応してターンオンまたはターンオフされ、画素内に電流パスを形成す
るか、あるいは電流パスを遮断する。
【００４４】
　ストレージキャパシタＣＳＴは、第１電源ＥＬＶＤＤと第１ノードＮ１との間に接続さ
れて、第１ノードＮ１に供給される電圧に対応する電圧を充電する。
【００４５】
　ただし、本実施形態において、以前走査線Ｓｎ-１に以前走査信号が供給される初期化
期間中第１期間の間、第４トランジスタＴ４及び第７トランジスタＴ７がターンオンされ
るようにする発光制御信号が発光制御線Ｅｎに供給される。これによって、前記初期化期
間中第１期間の間、第１電源ＥＬＶＤＤから第７トランジスタＴ７、第１トランジスタＴ
１、第４トランジスタＴ４及び第６トランジスタＴ６を経由して第２電源ＥＬＶＳＳまた
は第３電源ＶＩＮＴに向かう電流パスが形成される。
【００４６】
　すなわち、本実施形態に係る有機電界発光表示装置の画素では、データプログラミング
期間及び発光期間に先立って、第１トランジスタＴ１に所定の電流を流して駆動トランジ
スタのヒステリシスに起因した画素の応答速度の低下を防止する。言い換えれば、画素が
長期間にかけて低輝度（例えば、ブラック）を表示した以後に高輝度（例えば、ホワイト
）を表示する場合にも、高輝度を表示するためのデータプログラミング期間及び発光期間
に先立った初期化期間中に第１トランジスタＴ１にヒステリシス補償のための所定の電流
を流し、高輝度表示期間の初期にも目標の輝度値を表現することができることによって画
素の応答速度を改善することができる。
【００４７】
　前述のように、本実施形態に係る有機電界発光表示装置の画素は、有機発光ダイオード
ＯＬＥＤと並列接続される形態で接続される第６トランジスタＴ６を備える。そして、駆
動トランジスタ（すなわち、第１トランジスタＴ１）のゲート電極が接続される第１ノー
ドＮ１を初期化する初期化期間中第１期間の間、第１電源ＥＬＶＤＤから第１トランジス
タＴ１と、有機発光ダイオードＯＬＥＤに並列接続された第６トランジスタＴ６を経由し
、第２電源ＥＬＶＳＳまたは第３電源ＶＩＮＴに迂回される電流パスを形成する。これに
よって、初期化期間中有機発光ダイオードＯＬＥＤが発光することを防止してブラック輝
度の上昇を防止しつつ第１トランジスタＴ１のヒステリシスに起因した応答速度低下の問
題を改善することができる。
【００４８】
　図３は、図２に示された画素を駆動するための駆動信号を示した波形図である。
【００４９】
　図３を参照すれば、以前走査線Ｓｎ-１及び現在走査線Ｓｎに順次に以前走査信号及び
現在走査信号が供給される。ここで、以前走査信号及び現在走査信号は画素に含まれるト
ランジスタ、特に図２の第２トランジスタＴ２及び第３トランジスタＴ３と第５トランジ
スタＴ５及び第６トランジスタＴ６がターンオンされる電圧（例えば、ロー電圧）に設定
される。
【００５０】
　そして、発光制御線Ｅｎに供給される発光制御信号は、以前走査信号が供給される初期
化期間の第１期間ｔ１の間、画素に含まれるトランジスタ、特に図２の第４トランジスタ
Ｔ４及び第７トランジスタＴ７がターンオンされる電圧（例えば、ロー電圧）に設定され
、初期化期間の残りの期間（すなわち、第１期間ｔ１に後続する第２期間ｔ２）から現在
走査信号が供給される第３期間ｔ３の間、前記第４トランジスタＴ４及び第７トランジス
タＴ７がターンオフされる電圧（例えば、ハイ電圧）に設定された後、現在走査信号の供
給が完了した以後の発光期間、すなわち、第４期間ｔ４に前記第４トランジスタＴ４及び
第７トランジスタＴ７がターンオンされる電圧に設定される。
【００５１】
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　言い換えれば、第４トランジスタＴ４及び第７トランジスタＴ７がターンオフされるハ
イ電圧の発光制御信号は、以前走査信号が供給される期間中に供給が開始されて現在走査
信号の供給の完了するまでに供給が維持される。このような図３の駆動信号によって駆動
される画素の動作過程は、図４Ａないし図４Ｄを参照して詳しく説明する。図４Ａないし
図４Ｄは、図３の駆動信号によって駆動される図２の画素の駆動方法を順次示した回路図
及び波形図である。
【００５２】
　図４Ａを参照すれば、以前走査線Ｓｎ-１に以前走査信号が供給される初期化期間（ｔ
１、ｔ２）中、第１期間ｔ１の間、発光制御線Ｅｎにはロー電圧の発光制御信号が供給さ
れる。以前走査線Ｓｎ-１にロー電圧の以前走査信号が供給されれば、第５トランジスタ
Ｔ５及び第６トランジスタＴ６がターンオンされる。
【００５３】
　第５トランジスタＴ５がターンオンされれば、第２電源ＥＬＶＳＳまたは第３電源ＶＩ
ＮＴの電圧が第１ノードＮ１に伝達され、第６トランジスタＴ６がターンオンされれば、
第４トランジスタＴ４が第２電源ＥＬＶＳＳまたは第３電源ＶＩＮＴに連結される（図４
Ａの矢印方向は、第１期間ｔ１以前に第１ノードＮ１の電圧が第２電源ＥＬＶＳＳまたは
第３電源ＶＩＮＴの電圧以上の電圧に設定されたことを考慮して図示されている）。
【００５４】
　ここで、第２電源ＥＬＶＳＳまたは第３電源ＶＩＮＴの電圧は、第１ノードＮ１を初期
化させられるほど充分に低い電圧、例えば、データ信号の階調電圧のうち最低電圧（駆動
トランジスタがＰＭＯＳトランジスタの場合、最高階調電圧）より第１トランジスタＴ１
のしきい値電圧以上低い電圧に設定され得る。したがって、以後のデータプログラミング
期間ｔ３の間、第１トランジスタＴ１が順方向にダイオード連結されるようにしてデータ
信号が第１トランジスタＴ１及び第３トランジスタＴ３を経由して安定的に第１ノードＮ
１に伝達されるようになる。
【００５５】
　このように第２電源ＥＬＶＳＳまたは第３電源ＶＩＮＴの電圧は、低い電圧に設定され
ることで、以前走査線Ｓｎ-１に以前走査信号が供給される初期化期間（Ｔ１ないしＴ２
）の間、第１トランジスタＴ１をもターンオンされる。一方、発光制御線Ｅｎにロー電圧
の発光制御信号が供給されれば、第４トランジスタＴ４及び第７トランジスタＴ７がター
ンオンされる。
【００５６】
　したがって、第１期間ｔ１の間、第１ノードＮ１に第２電源ＥＬＶＳＳまたは第３電源
ＶＩＮＴの初期化電圧が印加されるとともに、第１電源ＥＬＶＤＤから、第７トランジス
タＴ７、第１トランジスタＴ１、第４トランジスタＴ４及び第６トランジスタＴ６を経由
して第２電源ＥＬＶＳＳまたは第３電源ＶＩＮＴへの電流パスが形成される。
【００５７】
　これによって、第１トランジスタＴ１の第１電極及び第２電極とゲート電極それぞれに
所定のバイアス電圧が印加されながら第１トランジスタＴ１に電流が流れるようになる。
これにより、第１トランジスタＴ１のヒステリシスが補償されるのは勿論、前記電流が第
４トランジスタＴ４から第６トランジスタＴ６側に迂回されて流れるようにすることで、
有機発光ダイオードＯＬＥＤが発光することを防止してブラック輝度の上昇を防止する。
すなわち、第１期間ｔ１は、第１トランジスタＴ１にバイアス電圧を印加して所定の電流
を流すことにより、第１トランジスタＴ１のヒステリシスに起因した応答速度の低下を防
止して応答速度を改善するための応答速度改善区間で、特に本実施形態ではこの期間の間
、さらに有機発光ダイオードＯＬＥＤが発光することを防止してブラックを鮮明に表示す
ることができる。
【００５８】
　その後、図４Ｂに示されたように、初期化期間（ｔ１、ｔ２）のうち、第１期間ｔ１に
後続する第２期間ｔ２の間、発光制御線Ｅｎに供給される発光制御信号の電圧がハイ電圧
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に変更される。すなわち、第２期間ｔ２の間、以前走査線Ｓｎ-１にはロー電圧の以前走
査信号の供給が維持されるとともに、発光制御線Ｅｎにはハイ電圧の発光制御信号が供給
される。
【００５９】
　発光制御線Ｅｎにハイ電圧の発光制御信号が供給されれば、第４トランジスタＴ４及び
第７トランジスタＴ７がターンオフされつつ第１期間ｔ１に第１トランジスタＴ１を経由
して流れていた電流が遮断される。そして、ロー電圧の以前走査信号は第１期間ｔ１にお
いてと同様に第２期間ｔ２の間にも供給が維持されるので、第５トランジスタＴ５はター
ンオン状態を維持し、したがって、第１ノードＮ１は第２電源ＥＬＶＳＳまたは第３電源
ＶＩＮＴの電圧に安定的に初期化される。
【００６０】
　その後、図４Ｃに示されたように、第３期間ｔ３の間、現在走査線Ｓｎにロー電圧の現
在走査信号が供給される。これにより、第２トランジスタＴ２及び第３トランジスタＴ３
がターンオンされ、第１トランジスタＴ１は第３トランジスタＴ３によってダイオード接
続される。　この第３期間ｔ３の間、データ線Ｄｍにはデータ信号が供給され、データ信
号は第２トランジスタＴ２、第１トランジスタＴ１及び第３トランジスタＴ３を経由して
第１ノードＮ１に伝達される。この時、第１トランジスタＴ１がダイオード連結された状
態なので、第１ノードＮ１にはデータ信号と第１トランジスタＴ１のしきい値電圧の差電
圧が伝達される。
【００６１】
　すなわち、第３期間Ｔ３は、第１ノードＮ１にデータ信号より第１トランジスタＴ１の
しきい値電圧分低い電圧に相応する電圧を印加する、データプログラミング及びしきい値
電圧の補償期間であり、このような第３期間ｔ３に第１ノードＮ１に伝達された電圧はス
トレージキャパシタＣＳＴに格納される。
【００６２】
　現在走査線Ｓｎへの現在走査信号の供給が完了した後、図４Ｄに図示されるように、第
４期間ｔ４の間、発光制御線Ｅｎにロー電圧の発光制御信号が供給される。これによって
、第４トランジスタＴ４及び第７トランジスタＴ７がターンオンされて、第１電源ＥＬＶ
ＤＤから第７トランジスタＴ７、第１トランジスタＴ１、第４トランジスタＴ４、及び有
機発光ダイオードＯＬＥＤを経由して第２電源ＥＬＶＳＳに駆動電流が流れるようになる
。
【００６３】
　この時、駆動電流は第１ノードＮ１の電圧に対応して第１トランジスタＴ１によって制
御されるもので、先立った第３期間ｔ３の間、第１ノードＮ１にはデータ信号の電圧とと
もに第１トランジスタＴ１のしきい値電圧に相応する電圧が格納されたので、第４期間ｔ
４の間には第１トランジスタＴ１のしきい値電圧が相殺されて第１トランジスタＴ１のし
きい値電圧偏差に依存せず、データ信号に対応する駆動電流が流れるようになる。すなわ
ち、第４期間ｔ４は画素の発光期間であり、第４期間Ｔ４の間有機発光ダイオードＯＬＥ
Ｄはデータ信号に対応する輝度に発光する。
【００６４】
　以上のように、本発明の実施形態について説明したが、本願発明は、上記実施形態に限
定されるものではなく、特許請求の範囲に記載され、又は明細書に開示された発明の要旨
に基づき、当業者が様々な変形や変更が可能であることは勿論であり、かかる変形や変更
が、本発明の範囲に包含されることは言うまでもない。
【符号の説明】
【００６５】
１４０　　画素、
１３０　　画素部、
１１０　　走査駆動部、
１２０　　データ駆動部、
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